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1１．能力・習熟度・指標の検討方針
 欧州委員会によるDigComp等、海外のICTリテラシー関連事例の調査を行い、ロードマッ
プで示された案を元に、身に付けるべき能力を整理し、その能力の習熟度、習熟度を測る指
標を作成。

 なお、能力等の整理については、偽・誤情報への対応や生成AIの利活用に必要となる能力
と言う観点からも整理を実施。

海外のICTリテラシー関連事例

活用方針事例名称 概要

DigComp 市民向けの能力を5つの能力領域と
21の能力で定義

MIL
(Media Information 
Literacy)

個人レベルでの情報メディアリテラシー評価において、
3つのコンポーネントと12の能力で構成

DigCompSAT 習熟度を測る指標について、
作成した能力に対応する
指標や設問を抜粋・調整して
再構成

DigComp 21の個別の能力ごとに、
知識、スキル、態度で能力を得点化し、
各能力領域における習熟度を測定

身に付けるべき能力及び
習熟度について、
ロードマップの案と比較分析して
過不足を検証、
追加可能な要素を抽出



2２．身に付けるべき能力（案）の作成
 調査結果を踏まえ、22の身に付けるべき能力を検討。なお、本能力には偽・誤情報や生成AIに対応
する能力も含まれる。



3３．習熟度（案）の作成

 様々な能力に対して適応しやすいよう、能力の度合いと具体的な行動レベルで習熟度レベルを定義。



4３．習熟度（案）の作成

【a. データや情報、デジタルコンテンツを検索、評価、管理する能力①】

偽・誤情報や生成AIに対応する能力にはタグ付けを実施。
なお、偽・誤情報に対応する能力は発信者・受信者・拡散者の３つに分類。

-【発信者として求められる能力（発信者）】
偽・誤情報を発信する前に、情報を発信することによるリスクや影響について再考すること
その際、自分自身への影響だけでなく、発信による他者への影響についても配慮できること

-【受信者として求められる能力（受信者）】
・受け取った情報が偽・誤情報である可能性を想定し、信頼性を分析すること
・受け取った情報による身体的、精神的な悪影響を避けること

-【拡散者として求められる能力（拡散者）】
発信者+受信者双方に求められる行動



5３．習熟度（案）の作成
【a. データや情報、デジタルコンテンツを検索、評価、管理する能力②】



6３．習熟度（案）の作成
【b.デジタル空間において安全を確保する能力①】



7３．習熟度（案）の作成
【b.デジタル空間において安全を確保する能力②】



8３．習熟度（案）の作成
【c. デジタル技術を通じて他者や社会と関わる能力①】



9３．習熟度（案）の作成
【c. デジタル技術を通じて他者や社会と関わる能力②】



10３．習熟度（案）の作成
【d. デジタルコンテンツの作成・ 編集に関する能力】



11３．習熟度（案）の作成
【e. デジタル技術の利用にあたっての課題解決やデジタルツールを用いた課題解決に関する能力①】



12３．習熟度（案）の作成
【e. デジタル技術の利用にあたっての課題解決やデジタルツールを用いた課題解決に関する能力②】



13４．習熟度を測る指標（案）の作成

【a. データや情報、デジタルコンテンツを検索、評価、管理する能力】

 習熟度を測る指標の形式は、①精緻に測定可能なテスト形式（80問）、②より幅広い層のリテラ
シーを測定し、学習に役立つ気づきを提供する簡易テスト形式（20問）の２パターンを作成。

能力 No. 設問内容 簡易テスト

a-1 必要な情報を明確にし、検索結果の表示
順の仕組みを理解した上で、オンライン上か
らデータ、情報、及びデジタルコンテンツを見
つけ取得する

1 検索エンジンが異なると、商業的な要因に影響されるため、検索結果が異
なる場合があることを知っている

2 検索エンジンを用いた情報検索やオンライン上の文書内を検索する状況に
おいて、必要な情報を素早く見つけるために、どのような単語を使えばよい
か知っている

対象

3 検索エンジンを使うとき、特定の文言を含む検索、言語を指定した検索、
最終更新日で絞った検索など高度な機能を利用できる

4 以前訪れたことのあるウェブサイトを見つける方法を知っている
a-2 自分の好みの情報や自分と似た意見に触れ

やすくなるインターネットの特性を踏まえて、客
観的に情報及び情報源の信頼性を分析し、
比較し、批判的に評価する

5 ソーシャルメディアや検索エンジンなどの表示結果の中で、マーケティングや
広告目的のコンテンツを見分ける方法を理解している

6 インターネット上で見つけた情報源の目的（情報提供、広告・宣伝、娯
楽など）を特定できる

7 オンラインで見つけた情報が信頼できるかどうか、批判的に確認できる 対象

a-3 データ、情報、デジタルコンテンツを保存、管
理、整理する

8 さまざまな記憶媒体(内蔵・外付けハードディスク、USBメモリー、ペンドライ
ブ、メモリーカードなど)について知っている

9 フォルダやタグを使って文書、画像、動画などのデジタルコンテンツを整理し、
後からすばやく見つける方法を知っている

対象

10 フォルダ、デバイス、クラウド間で文書、画像、動画などのデジタルコンテンツ
をコピー・移動する方法を知っている

11 ソフトウェアを使ってデータを管理・分析する方法を知っている
(例: ソート、フィルタリング、計算 など)



14４．習熟度を測る指標（案）の作成
【b.デジタル空間において安全を確保する能力①】



15４．習熟度を測る指標（案）の作成
【b.デジタル空間において安全を確保する能力②】



16４．習熟度を測る指標（案）の作成
【c. デジタル技術を通じて他者や社会と関わる能力①】



17４．習熟度を測る指標（案）の作成
【c. デジタル技術を通じて他者や社会と関わる能力②】



18４．習熟度を測る指標（案）の作成
【d. デジタルコンテンツの作成・ 編集に関する能力①】



19４．習熟度を測る指標（案）の作成
【d. デジタルコンテンツの作成・ 編集に関する能力②】



20４．習熟度を測る指標（案）の作成
【e. デジタル技術の利用にあたっての課題解決やデジタルツールを用いた課題解決に関する能力②】



21４．習熟度を測る指標（案）の作成

【次年度以降】

 R6年度に作成する、各優先セグメント（青少年層・保護者層・高齢者層）の特徴を踏まえた教材と
併せて指標を展開し、国民のリテラシーをおおまかに測定することに活用することを検討。

 今年度作成した能力等を踏まえて、リテラシー向上に必要となる能力や指標等に関する在り方を解説
したガイドラインの作成を検討。なお、当該ガイドラインは、リテラシーに関する取組を実施する関係者
等に活用していただくことを想定。

 偽・誤情報対策に係る指標については、実際に偽・誤情報を見分けるなど実技を含めたテスト形式の指
標を盛り込むことも検討。
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